
































はじめに 

 心身障害児は一般医療機関はもちろん,地域保健事業,児童福祉機関,学校(教育機関)あ

るいは家庭などとの関わりの中で,新生児期から形の上では十分な健康管理が行われてい

るはずだが(図 1),実態は障害の性質,行政機構の違い,地域の人的・物的資源の差などのた

め必ずしも障害児本位に運用しがたい部分があるとともに,それらの各機関がときに同時

的ではあっても,それぞれに平行しながら健康管理のための活動をしている傾向が多分に

あることが,実地に障害児に接していると感じられる。 

 ところで一人の障害児が抱えるニードは,健康に関するだけでも多様なものでありかっ

相互に影響しあっているだけに,本来指導管理に連携をもたせることが重要と考えられる。 

 そこで障害児と彼等をとりまく健康管理システムとの関わり(接点)の程度,状況がどの

ようなものか実態を調べ,その結果から管理システムについて考察を加え,各接点を横につ

なぐ調整機能をもったシステムすなわち医療,教育,福祉を総合した療育相談活動の必要性

があると考えられた。 


